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株式会社博報堂ＤＹホールディングス 

 

博報堂DＹホールディングス、 

CDP「サプライヤー・エンゲージメント評価」で最高評価「A」を獲得 

「サプライヤー・エンゲージメント・リーダー」に選定 

 

株式会社博報堂ＤＹホールディングス（東京都港区、代表取締役社長：西山泰央）は、企業や自治体

の環境情報開示を促す国際的な非営利団体 CDP（本部：イギリス・ロンドン）が実施する「サプライヤ

ー・エンゲージメント評価 2025」で最高評価「A」を獲得し、「サプライヤー・エンゲージメント・リー

ダー」に 2 年連続で選定されました。  

 

 

 

CDP のサプライヤー・エンゲージメント評価は、企業がサプライヤーと協働して、サプライチェーン

全体の温室効果ガス（GHG）排出削減にどの程度効果的に取り組んでいるか評価する国際的な指標です。

「CDP 気候変動質問書」の 5 つのカテゴリー（「サプライヤー・エンゲージメント」、「スコープ 3 排出

量の算定と第三者検証」、「目標設定」、「リスク管理プロセス」、「ガバナンスと事業戦略」）に対する回答

内容に基づき評価されます。  

 

 博報堂ＤＹグループでは、2024 年に「サステナビリティ方針」※1 と「環境方針」※2 を策定。2050 年

度のカーボンニュートラル達成を目指し、自社およびバリューチェーン全体での環境負荷低減に取り組

んでいます。それに向けた中間目標として、2030 年度に GHG 排出量を 2023 年度比で、「スコープ 1＋

2」は 50％削減、「スコープ 3」は 25％削減することを掲げ、2026 年 4 月 28 日に SBT（Science Based 

Targets）認定※３を取得しました。さらに、2030 年度までに再生可能エネルギー導入率を 100％とする

目標の達成に向けて推進しています。 

また、博報堂ＤＹグループ全体の責任ある調達を推進するため「調達基本方針」※４および「調達ガイ

ドライン」※５を制定し、これらに基づきクライアント企業と協力してバリューチェーン全体での環境負

荷低減を目指しています。 



 

  

当社グループは引き続き、環境負荷低減に努めていくとともに、社員一人ひとりが持つクリエイティ

ビティや行動力・実現力を活かし、持続可能な社会の実現と発展を目指してまいります。  

 

※１ 博報堂ＤＹグループ サステナビリティ方針：https://www.hakuhodody-holdings.co.jp/csr/basics/ 

※２ 博報堂ＤＹグループ 環境方針：https://www.hakuhodody-holdings.co.jp/csr/environment/policy/group/ 

※３ SBT（Science Based Targets）認定：企業の温室効果ガス排出削減目標が、パリ協定が求める水準（産業革命前と比較して世

界の平均気温上昇を 1.5°C に抑えること）に整合し、科学的根拠に基づいたものであると、国際的なイニシアティブである

SBTi（Science Based Targets initiative）に認証されること 

※４ 博報堂ＤＹグループ 調達基本方針：https://www.hakuhodody-holdings.co.jp/csr/social/supplychain/procurement_policy/ 

※５ 博報堂ＤＹグループ 調達ガイドライン：https://www.hakuhodody-holdings.co.jp/csr/social/supplychain/procurement_guidelines/ 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

株式会社博報堂ＤＹホールディングス グループ広報・ＩＲ室 玉 

koho.mail@hakuhodo.co.jp 
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